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)ヒト腸管系乳酸菌が生産するバクテリオシンの特性解析
○高橋涼子1☆、川井 泰1、北澤春樹1、伊藤喜之2、
　木村勝紀2、竹友直生2、齋藤忠夫1*
（1東北大院・農、2（株）明治・食機能科学研）
*e-mail: tsaito@bios.tohoku.ac.jp
＜目的＞
　バクテリオシンとは細菌が生産する抗菌性タンパク質の総称であり、乳酸菌の生産する同成分は食品保存料としての利用が期待されている。また、バクテリオシン生産を行なうヒト腸管系乳酸菌には、より高い整腸作用も期待できる。そこで、ヒト糞便由来乳酸菌の中から、バクテリオシン生産株を探索し、その新規バクテリオシンについて解析することを目的とした。
＜実験方法＞
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)　ヒト糞便由来乳酸菌237菌株のMRS培地での培養上清について、Lactobacillus delbrueckii subsp. bulgaricus JCM1002Tに対する抗菌活性を調べた。ついで、活性のあった培養上清をpH6.8に調整し、病原性細菌（グラム陽性菌10菌株とグラム陰性菌6菌株）に対する抗菌活性をさらに検討した。その結果、広い抗菌スペクトルと高活性を示した菌株について、16S rDNAのシークエンシングにより菌種同定を行った。また、既知のバクテリオシンの構造遺伝子情報を基にプライマーを作成し、PCR法を用いて選抜菌株が生産しているバクテリオシンの推定を試みた。
＜結果と考察＞
　供試菌株237株中92菌株が抗菌性物質を生産しており、これらよりグラム陽性病原性細菌に対して抗菌活性を示すバクテリオシン生産性9菌株を選抜した。7菌株はL. gasseri、2菌株が L. salivariusと同定された。L. gasseriは7菌株全てでガセリシンTの構造遺伝子を有していることが分かり、それらに変異は認められなかった。また、L. salivariusについては、新規バクテリオシンの可能性が示唆され、現在、解析中である。
＜関係文献＞
Y. Kawai et al. Biosci Biotechnol Biochem. 64, 2201-2208 (2000).
＜Title＞
Characterization of bacteriocins produced by lactic acid bacteria from human feces.

◆ご確認事項◆
　本要旨は、下記のアドレス宛てに電子メール添付でお送りください。
taikaiyoshi@jslab.jp
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